
第37回
富士町古湯映画祭

2つのお知らせです。

の開催についてです。
9月19日［土］・20日［日］・21日［月・祝］

に開催する予定でしたがコロナ禍の影響
についての見通しが立たないので

今回は中止することにしました。
来年は会えますように!!

その1

その2
シアター・シエマ×富士町古湯映画祭合同企画
「大林宣彦監督・佐々部清監督追悼 特集上映」
を開催します。→詳しくは裏面をごらんください。



■場所：シアター・シエマ（〒840-0831 佐賀県佐賀市松原2-14-16 セントラルプラザ3F）
■鑑賞料金：1作品 一律1,200円

●開催期間：2020年9月18日(金)～24日(木)

9月18日(金)、20日(日)、22日(火・祝)、24日(木)
▶10:00～12:15
「青春デンデケデケデケ」（監督：大林宣彦／135分）

■特集上映作品と上映時間

※チケットは、当日の店頭販売のみとなります。事前のご予約はできませんので、ご了承くださいませ。
※9月19日(土)、20日(日)、21日(月・祝)、22日(火・祝)の連休期間中は、当日9時より店頭にて整理券を配布いたします。
※特別興行のため、各種割引や会員無料ポイント、無料招待券、劇場前売券などはお使いいただけません。
※タイムスケジュールは、状況により急遽変更になる場合がありますので、ご了承くださいませ。
※最新情報は劇場まで直接お問い合わせください。
■問い合わせ：0952-27-5116（シアター・シエマ／9:00～19:00）
■合同企画：シアター・シエマ×富士町古湯映画祭実行委員会

【ご来場のお客様へのお願い】
◆マスクの着用をお願い致します。
◆劇場内に消毒液を設置しておりますので、手指消毒をお願い致します。
◆1席以上間隔を空けてご着席いただきますよう、お願いいたします。
◆発熱、咳などの症状があるお客様は、ご来場をお控えくださいますようお願い致します。

シアター・シエマ×富士町古湯映画祭合同企画
「大林宣彦監督・佐々部清監督追悼 特集上映」

1960年代中頃の四国の田舎町を舞台

に、ベンチャーズに憧れ、ロックバン

ドに情熱を燃やす高校生たちを軽快に

描く青春ドラマ。夏休みのアルバイト

で、念願の楽器を購入。バンド名も決

めて、こうして本物の電気ギターの音

が初めて町に響いた…。（1992年）

▶12:30～14:24
「時をかける少女」（監督：大林宣彦／104分）※予告編あり

高校生の芳山和子（原田知世）は、学校

の実験室で白い煙とともに立ちのぼった

ラベンダーの香りをかいだ瞬間、意識を

失い倒れてしまう。それ以来、時間を移

動してしまうような不思議な現象に悩ま

されるようになった和子は、同級生の深

町一夫に相談するが…。（1983年）

9月19日(土)、21日(月・祝)、23日(水)
▶10:00～11:54
「チルソクの夏」（監督：佐々部清／114分）

1977年7月7日、釜山で行われた下関と

釜山の親善陸上競技大会に、親友の真理、

巴、玲子と共に出場した高校2年生の郁子

は、同じ種目の韓国人青年・安大豪と恋を

し、来年また大会で会おうと、チルソク（七

夕）の約束を交わす。以来、ふたりは文通を

通して絆を深め合うが…。　（2004年）

 9月11日(金)～17日(木) 11:50～14:59／17:50～20:59（1日2回上映）※予告編あり
 9月18日(金)～24日(木) 9:00～12:09／14:55～18:04（1日2回上映）※予告編あり

■大林宣彦監督最新作「海辺の映画館 キネマの玉手箱」(179分)
■2021年公開予定の
佐々部清監督最新作
「大綱引きの恋」予告編を
「八重子のハミング」上映時
に上映する予定です。

様々な映画表現で戦争の歴史をたどったドラマ。尾道の海辺に

ある映画館「瀬戸内キネマ」が閉館を迎えた。最終日のオールナ

イト興行「日本の戦争映画大特集」を見ていた3人の若者は、突

如として劇場を襲った稲妻の閃光に包まれ、スクリーンの世界

にタイムリープする。戊辰戦争、日中戦争、沖縄戦、そして原爆投

下前夜の広島にたどり着いた彼らは、そこで出会った移動劇団

「桜隊」の人々を救うため、運命を変えるべく奔走するが…。

▶12:30～14:32
「八重子のハミング」（監督：佐々部清／112分）※予告編あり

4度のがん手術を受けた夫と、若年性アル

ツハイマー病を発症した妻の絆を、実話

をもとに描く。胃がんを発病した夫・誠

吾を支え続ける妻の八重子に若年性アル

ツハイマー病の疑いがあることが明らか

になった。誠吾は4度のがん手術から生還

することができたが…。（2004年）
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©2020「海辺の映画館－キネマの玉手箱」製作委員会／ PSC ※この作品の鑑賞料金は劇場の通常料金となります。
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©Team『八重子のハミング』


